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平平
成成
１１９９
年年
度度

第第
１１
回回
定定
期期
総総
会会

理
事
長
及
び
事
務
局
長
会
議
開
催

６
月
２１
日
�

博
多
都
ホ
テ
ル

平
成
１９
年
６
月
２１
日
�
午
後
１
時
３０
分
か
ら
福
岡
市
の
「
博
多

都
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
平
成
１９
年
度
第
１
回
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
後
藤
達
太
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
来
賓

を
代
表
し
て
福
岡
労
働
局
の
石
田
茂
雄
職
業
安
定
部
長
と
福
岡
県

生
活
労
働
部
の
松
永
大
四
郎
労
働
局
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

議
長
に
筑
前
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
竹
房
和
美
理
事
長

が
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
審
議
さ
れ
た
案
件

は
、「
定
款
の
一
部
を
改
正
す
る
定
款
（
案
）」「
平
成
１８
年
度
事

業
報
告
」「
平
成
１８
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
」「
平
成
１９
年

度
事
業
計
画
の
一
部
変
更
（
案
）」「
平
成
１９
年
度
補
正
予
算

（
案
）」「
役
員
の
選
任
」
の
６
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
満
了
に
よ
り
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

新
役
員
の
方
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

定
期
総
会
終
了
後
、
理
事
長
及
び
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
事
務
局
長
会
議
は
、
毎
年
２
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

理
事
長
と
合
同
に
よ
る
会
議
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

当
日
は
、
６
月
１２
日
開
催
の
全
シ
協
主
催
全
国
都
道
府
県
連
合

事
務
局
長
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
連
合
会
金
丸
事
務
局
長
か
ら
報

告
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
も
理
事
長
会
議
又
は
事
務
局
長
と
の
合
同
会
議
を

開
催
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
執
行
方
針
や
事
業
運
営

に
関
す
る
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

備考

新

新

再

再

再

再

所 属

豊前市SC理事長

直方市SC理事長

久留米市SC理事長

大牟田市SC理事長

太宰府市SC理事長

八女広域SC理事長

氏 名

吉永 宗彦

内藤 康治

石橋 郁朗

一ノ瀬 清

松嶋 秀彦

鴻江 壽喜

役職名

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

備考

再

再

新

再

再

再

新

所 属

福岡市SC理事長

北九州市SC理事長

飯塚市SC理事長

小郡大刀洗広域SC理事長

福岡県SC連合会事務局長

那珂川町SC理事長

福津市SC理事長

氏 名

後藤 達太

木村 隆

山上 智勇

松尾 �

金丸 安岑

吉田 紀之

大塚 俊一

役職名

会 長

副会長

副会長

副会長

常務理事

理 事

理 事

選出された新役員

注）SC→シルバー人材センター

新役員名簿 平成１９年６月２４日現在

挨
拶
す
る
後
藤
連
合
会
会
長

議
長
を
務
め
る
筑
前
町
Ｓ
Ｃ
竹
房
理
事
長
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３月２３日� 博多都ホテル

平成１９年３月２３日�午後１時３０分から福岡市の
「博多都ホテル」において、平成１８年度第２回定

期総会が開催されました。

開会に先立ち後藤達太連合会会長から挨拶があ
り、続いて来賓の福岡労働局の石田茂雄職業安定
部長と福岡県生活労働部の原田克彦労働局長から
祝辞をいただきました。
議長に豊前市シルバー人材センターの吉永宗彦

理事長が選出され議事が進められました。当日審
議された案件は、「平成１８年度補正予算（案）」「平
成１９年度事業計画（案）」「平成１９年度収支予算
（案）」の３件が審議され、いずれも可決承認さ
れました。
定期総会終了後引き続き、役職員研修会が開催

されました。
すがのみわこコンサルティングオフイス社会保

険労務士菅野美和子氏を講師に「いきいきライフ
プランのすすめ」の演題で講演をいただきました。
話は、高齢者にとって一番関心がある「年金問

題」を中心にして、税金対策、医療保険制度、財
産管理など高齢者の日常生活に直結したもので、
特に、セカンドライフ（定年退職後、６０歳以後）
の生活の基盤は年金であることから、年金制度の
仕組みと請求手続きについて詳しい話があり（年
金は受給資格年齢になっても本人が請求しないと
もらえないこと）、中でも年金制度改正による４
月スタートの年金分割について「夫妻仲良く、老
いては妻に従いなさい」と男性役職員にとって説
得力がある話など高齢者の生き方についていろい
ろヒントを与えていただきました。

平平成成１１８８年年度度 第第２２回回定定期期総総会会
役職員研修会開催

挨拶する後藤連合会会長

議長に選任され挨拶する豊前市ＳＣ吉永理事長

講演する菅野美和子さん
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重
点
事
業
項
目

国
の
平
成
１９
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
予
算
が
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
で
確
保

さ
れ
た
こ
と
は
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
極
め

て
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
シ
ル
バ
ー

事
業
の
重
要
性
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
平
成
１９
年
度
事
業
計
画
の
骨
格

で
は
、
団
塊
の
世
代
の
退
職
を
迎
え
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
役
割
、
行
財

政
改
革
へ
の
対
応
等
２
０
１
０
年
度
を
目
途

に
対
策
の
構
築
を
進
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

全
シ
協
に
お
い
て
も
、
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
事
業
の
見
直
し
・
検
討
が
行
わ
れ
、
福

岡
県
連
合
会
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
た
事
業
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

今
後
更
な
る
補
助
金
の
削
減
が
予
測
さ
れ
、

ま
た
、
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の

行
方
が
危
惧
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
な
お
一
層
の
自
立
運

営
基
盤
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
認
識
の
も
と
、
福
岡
県
連

合
会
と
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
一
体

と
な
っ
て
、
現
状
と
実
態
を
見
つ
め
直
し
、

新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
発
展
方
向
を
目
指

す
こ
と
と
し
ま
す
。

１

安
全
・
適
正
就
業
推
進
事
業
の
強
化

�

安
全
・
適
正
就
業
対
策
委
員
会
の
開
催

�

安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

�

安
全
就
業
促
進
大
会
の
開
催

�

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
研
修
会
の

開
催
ほ
か

２

普
及
啓
発
活
動
の
推
進

�

機
関
誌
「
シ
ル
バ
ー
連
合
会
ふ
く
お

か
」
の
発
行

�

シ
ル
バ
ー
の
日
（
１０
月
２０
日
）
に
街

頭
な
ど
で
広
報
活
動
実
施

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
（
河
川

清
掃
等
）

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
開
設
の
推
進
ほ
か

３

調
査
研
究
事
業

�

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
に
向
け
た
調

査
研
究
を
行
う
。

�

業
務
年
報
の
作
成

月
次
統
計
の
集
計
・
分
析

�

シ
ル
バ
ー
事
業
広
域
受
注
、
需
給
調

整
推
進
委
員
会
の
開
催
ほ
か

４

セ
ン
タ
ー
未
設
置
地
域
の
解
消

５

指
導
・
相
談
業
務
の
実
施
、
強
化

�

全
シ
協
（
指
導
員
）
及
び
連
合
会
職

員
に
よ
る
個
別
指
導

�

連
合
会
職
員
及
び
専
門
家
に
よ
る
社

団
法
人
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
会
計
指

導
・
相
談
業
務

�

連
合
会
職
員
に
よ
る
小
規
模
セ
ン

タ
ー
の
指
導
・
相
談
業
務

�

業
務
相
談
実
施
後
の
改
善
状
況
の
報

告
聴
取
、
改
善
支
援
ほ
か

６

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
推
進

�

高
齢
者
活
用
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

担
当
職
員
、
リ
ー
ダ
ー
会
員
、
会
員

対
象
研
修
会
の
開
催

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
の
開
催

障
が
い
者
生
活
支
援
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
の
開
催
ほ
か

�

高
齢
者
活
用
子
育
て
支
援
事
業

子
育
て
応
援
会
員
養
成
講
座
（
基

礎
・
実
践
）
の
開
催

高
齢
者
活
用
子
育
て
支
援
事
業
活
性

化
委
員
会
（
略
称
「
み
ん
な
で
子
育

て
活
性
化
委
員
会
」）
の
設
置
、
会

議
の
開
催
ほ
か

７

無
料
職
業
紹
介
の
実
施

８

地
域
高
齢
者
社
会
参
加
促
進
事
業

の
実
施

９

情
報
シ
ス
テ
ム
活
用
事
業
の
推
進

１０

講
習
・
研
究
会
等
事
業
の
実
施

１１

関
係
行
政
機
関
、
団
体
と
の
連
携

１２

諸
会
議
の
開
催
（
専
門
員
会
等
を

除
く
）

１３

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

企
画
競
争
へ
の
参
加
及
び
推
進

�

技
能
講
習
（
短
期
）

事
務
補
助
（
３３
コ
ー
ス
）、
警
備
業

務
（
８
コ
ー
ス
）、
果
樹
栽
培
ア
シ

ス
ト
（
７
コ
ー
ス
）、
襖
・
障
子
貼

り（
６
コ
ー
ス
）そ
の
他

計
１
１
４

コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ご
と
の
地
域
の
就
業
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
実
施
す
る
。

�

技
能
講
習
（
長
期
）

樹
木
・
緑
地
管
理
（
９
コ
ー
ス
）、

パ
ソ
コ
ン
実
務
（
９
コ
ー
ス
）、
会

計
補
助
（
７
コ
ー
ス
）
そ
の
他

計

３８
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
福
岡
県
内
の

就
業
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
、
事
業
主
団

体
・
関
係
機
関
と
協
力
し
て
実
施
す

る
。

�

介
護
講
習
（
長
期
）

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
を
勘

案
し
て
、
主
に
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
実

施
す
る
。（
９
コ
ー
ス
）

度年１９成平 主要事業計画のあらまし
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平成１９年度
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実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

平
成
１９
年
度
第
１
回
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策

委
員
会
が
４
月
２６
日
に
連
合
会
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
安
全
・
適
正
就
業
対
策
推
進
基
本
計

画
に
基
づ
く
１９
年
度
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策
実

施
計
画
が
次
の
よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
本
年
度
は
次
の
３
点
を
重
点
目
標
と
し
て

設
定
い
た
し
ま
し
た
。

１

受
注
時
の
安
全
・
適
正
就
業
確
認
の
徹
底

２

危
険
予
知
活
動
の
徹
底

３

安
全
用
具
着
用
の
徹
底

こ
の
３
点
が
確
実
に
実
施
さ
れ
れ
ば
事
故
は
激

減
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
発
注
が

あ
っ
た
の
で
担
当
者
と
し
て
は
何
と
か
受
注
し
た

い
の
は
人
情
で
し
ょ
う
が
、
安
全
作
業
か
ど
う
か

十
分
に
確
か
め
な
い
ま
ま
受
注
し
た
た
め
、
事
故

に
つ
な
が
っ
た
例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

就
業
開
始
に
際
し
て
安
全
な
作
業
に
障
害
と
な

る
よ
う
な
状
況
は
な
い
か
、
わ
ず
か
な
時
間
を
割

い
て
打
合
せ
や
下
見
を
し
て
い
れ
ば
未
然
に
防
げ

た
事
故
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
ぶ
ん
大
丈

夫
だ
ろ
う
、
で
は
な
く
危
険
か
も
し
れ
な
い
、
と

い
う
考
え
で
進
み
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
は
じ
め
安
全
保
護
具
を

ル
ー
ル
通
り
に
着
用
し
て
い
れ
ば
事
故
は
最
小
限

に
防
げ
た
で
あ
ろ
う
事
例
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

次
に
、
本
年
度
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策
実
施

計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

昨
年
に
引
き
続
き
委
員
会
に
よ
る
セ
ン
タ
ー

の
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
実
情
を
確
認
し
、
安
全

就
業
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
徹
底
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
優
れ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

他
の
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
し
ま
す
。

２

安
全
就
業
促
進
大
会
を
７
月
１９
日
�
に
開
催

い
た
し
ま
す
。

「
安
全
」
に
つ
い
て
の
知
識
は
一
度
習
得
す

れ
ば
い
い
と
い
う
種
類
の
も
の
で
は
な
く
、
常

に
身
近
に
意
識
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

大
会
は
安
全
意
識
の
高
揚
が
ね
ら
い
で
す
。

３

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

各
セ
ン
タ
ー
の
推
進
員
の
方
々
の
様
々
な
情

報
の
交
換
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

４

セ
ン
タ
ー
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

各
セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適
正
就
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
各

セ
ン
タ
ー
に
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

５

事
故
報
告
を
昨
年
に
引
き
続
き
セ
ン
タ
ー
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

事
故
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
事
故
の
実
態
が
つ
か
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
デ
ー
タ
は
こ
れ
か
ら
の
安
全
対
策
に
役
立
て

ま
す
。
同
じ
事
故
は
二
度
と
繰
り
返
し
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
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14年度� 15年度� 16年度� 17年度� 18年度�

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（百万円）�

6,471�
（58.3％）�

6,802�
（59.8％）�

6,944�
（62.3％）�

5,893�
（57.1％）�

6,098�
（57.2％）�

4,634�
（41.7％）�

4,578�
（40.2％）� 4,209�

（37,7％）�
4,423�

（42.9％）�
4,567�

（42.8％）�

11,105 11,380 11,153

10,316
10,665

平成�

公共事業�
民間事業�

民間個人家庭�
24億2,152万円�

独自事業�
2,773万円�

民間一般事業�
44億9,442万円�

公共事業�
42億926万円�

平成18年度契約金額�
111億5,293万円�

14年度� 15年度� 16年度� 17年度� 18年度�

9,120�
（34.6%）�

9,204�
（34.0%）�

9,376�
（33.8%）�

9,346�
（33.9%）�

9,293�
（33.9%）�

26,347 27,034 27,725 27,572 27,433

17,227�
（65.4%）�

17,830�
（66.0%）�

18,349�
（66.2%）�

18,226�
（66.1%）�

18,140�
（66.1%）�

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

男　性�
女　性�

（人）�

60歳未満�60歳～64歳�65歳～69歳�70歳～74歳�75歳～79歳�80歳以上�
33

2,951

6,846

5,437

638

2,235

75

1,696

3,347
2,775

326

1,074

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

男　性�
女　性�

（人）�

福岡県内（平成１８年度３月末会員数２７，４３３人）会員は平成１７年度をピークに減少傾向にあります。

会員の年齢別構成は上図のように分類され、６０歳未満の１０８名は入会時５９歳も含まれるためこの数値と

なっています。また、８０歳以上の会員が９６４名（男女合計）在籍しますが、この数値は総会員数の３．５％を

占める割合です。

全 体

６９．４歳

４，２６１人
４，３８４人
２７，４３３人

女 性

６９．３歳
８９歳

１，４７６人
１，５１８人
９，２９３人

男 性

６９．５歳
９６歳

２，７８５人
２，８６６人
１８，１４０人

会員平均年齢（県内）

最高年齢

１８年度入会会員数

１８年度退会会員数

１８年度会員数

平成１８年度統計に見る福岡県ＳＣ情報
● 県内センターの年度統計を項目別に分析

会員等情報

契約金額

総契約金額内訳

会員年齢別構成

平成１４年度～１８年度契約金額の推移

平成１４年度～１８年度会員数の推移
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経済的理由�
18.3%

社会参加�
24.6%

健康維持�
51.5%

その他�
5.6%

病気のため�
28.1%

就職のため�
14.3%

その他�
43.5%

就業機会提供不足�
2.1%

死亡のため�
4.6%

転居のため�
3.3%

希望する仕事がない�
4.1%

0％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

300

250

200

150

100

50

0
平成14年�平成15年�平成16年�平成17年�平成18年�

201 213 195 191 170

73 69
59 64

55

274 282
254 255

225

途上�
就業�

入会の動機は健康維持が過半数を占めますが、経済的理由の１８．３％も見逃せません。

退会理由別会員の割合では、「その他」が多く、その中には会費未納などが含まれています。退会理由

の「希望する仕事がない」「就業提供不足」などは今後センターとして考慮しなければならない点と思わ

れます。

会費・事務費等

傷害保険

賠償保険

平 均

１，１７０円
９．９％
９．８％

最 高

２，０００円
１５％
１０％

最 低

１，０００円
８％
８％

正会員年会費

事務比率 公共

民間

５，９５０万円
１３５万円
２，１６９円

４，２３７万円
２，０００円
９００万円
９６万円

全センター確定保険料総額

１センター当りの平均保険料

会員一人当たりの平均保険料

保険会社から支払われた傷害保険金総額

支払われた最低金額

支払われた最高金額

１センター当りに支払われた保険金額（平均）

１，０４１万円
６６万円

１，０５５万円
１，１２１万円

全センター賠償保険料総額

４件

１３９件

センターに支払われた賠償保険金総額

保険会社から支払われた賠償保険金（身体）

保険会社から支払われた賠償保険金（財物）

年度別傷害事故件数

入会動機別会員割合

退会理由別会員割合
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研
修

会
報

告

平成１９年１月以降に開催した研修会の開催状況について報告し
ます。
毎年度各種研修会を開催していますが、連合会及びシルバー人

材センターの行事計画等との時期調整で毎年度とも年度後半に開
催時期が集中しているところです。
研修会講師は、従来通り一部の講義を除き当連合会職員が担当

いたしました。
連合会主催研修会について、既に実施した事務局長アンケート

の際、様々なご意見・ご要望等をいただいております。その中で、
新たに中間管理的職員対象研修について要望がありましたので、
従来の業務別研修とは異なって業務全般にわたる総合的な研修を
計画し、「中堅職員研修会」を開催しました。
この研修会を含め連合会主催研修会の在り方について、ご意見

等をいただいております。今後各種研修会の開催にあたりご意
見・ご要望等を要約して検討・企画する予定です。

安全・適正就業推進員研修会

平成１９年１月２６日�
博多パークホテル
７２名参加

連合会職員による「講義」と「全シ協主催安全・
適正就業指導員研修報告」の後、参加者は７班に分
かれてグループ討議を行いました。
今までの研修会は、参加者は講義や報告などを一

方的に聴く立場でしたが、参加者自身が研修効果を
体得するような方法はないか検討し「グループ討
議」を採り入れることにしました。
当日は、「事故分析と再発防止策」をテーマに各

班とも熱心に討議していただきました。時間設定の
関係で討議が不十分の状況で終了しましたが、初め
ての企画にしては成果が得られたのではないかと思
います。

経理実務研修会

平成１９年２月２日�
福岡センタービル
６２名参加

連合会金丸事務局長の講義の後、
連合会職員による「会計関係業務の
適正な運用について」と公認会計士
越智大氏（あずさ監査法人）による
「新公益法人会計基準における決算
処理について」の講義がありました。
平成１８年度決算は、新公益法人会

計基準に移行して最初の決算になり
ますので、決算の事務処理に遺漏が
なく、また、容易に行うための事前
準備について要点をまとめた話があ
りました。

修修
研研

報報

告告

会会
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中堅職員研修会

平成１９年２月１５日�～１６日�
ホテルセキア
４６名参加

前掲の事務局長アンケートの結果を受けて１泊２日の日
程で開催しました。
以前、福祉・家事援助サービス担当、業務担当の研修会

は１泊２日（ホテルセキア）で開催した経緯があり、この
前例を参考にして日程、場所を設定しました。
外部講師を招聘しない「手づくりの研修」を企画して、

１日目の講義は全て連合会職員３名で担当、２日目は分科会（グループ討議）を行いました。
前日の意見交換会と併せ分科会での討議において職員間で交流の機会が発生して、今後職員間、
センター間で情報交換や視察・調査などについて経験交流の機運が高まるものと期待されると
ころです。

連合本部及び活動拠点監事研修会

平成１９年３月１日�
福岡センタービル ６２名参加

平成１６年度から開始して３回目に
なります。全国的にもこのような監
事研修会を開催している連合会は極
めて稀であると思われます。
この研修会は、監事の役割と監査

の方法等について監事の理解を深め
ていただき、シルバー人材センター
の事業運営について適正執行を図る
ことを目的に実施しております。
講師は、連合会職員と公認会計士

（あずさ監査法人）が担当しており
（第１回はシルバー人材センターの
監事（税理士）も担当）、今回は別
掲の経理実務研修会に準じて公認会
計士（あずさ監査法人）から講義を
していただきました。

福祉・家事援助サービス（会員対象）研修会

平成１９年２月２３日� 大博多ビル ３６７名参加

連合会は平成１０年度から福祉・家事援助サービス
事業（平成１３年度から子育て支援）を実施していま
すが、この研修会も事業開始の平成１０年度から毎年
度開催しています。
この研修会は、福祉・家事援助・子育て支援に就

業している会員の参加をいただいて、県下４ブロッ
クから選出された会員の事例発表と講演を行ってい
ます。
今回は、山田忠子さん（柳川市ＳＣ）、青柳邦子

さん（古賀市ＳＣ）、長濱加代子さん（飯塚市ＳＣ）、
吉岡とよ子さん（北九州市ＳＣ）の４名から、それ
ぞれ就業体験に基づいた事例発表があり、参加者一
同は心の琴線にふれる素晴らしい感動に包まれました。
講演は、社会福祉法人福岡ひかり福祉会第２宅老

所よりあい所長村瀬孝生氏の「ぼけてもいいよ～地
域で老いをどう支えるか、実践の現場から～」と題
した講演がありました。
例年通り今回も最後まで熱心にご参加いただいて

研修会は盛会に終了し、会場を去る参加者の充実し
た表情が印象的でした。
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複数の市町村にまたがる仕事の発注、受け付けや契約の一元化など、拡大する発注者の
ニーズに対応するため、福岡県シルバー人材センター連合会（以下、「連合会」といいま
す。）では、平成１８年度に「シルバー人材センターにおける広域受注、需給調整委員会」
を設置しました。その活動内容と取り組み状況を紹介します。

拡
大
す
る
発
注
者
の
ニ
ー
ズ
と
現
行
シ
ス
テ
ム
の
ジ
レ
ン
マ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
仕
事
の
問
い
合
わ
せ
、
受
注
シ

ス
テ
ム
の
「
シ
ル
バ
ー
し
ご
と
ネ
ッ
ト
」
の
運
用
が
始
ま
っ

て
３
年
、
当
初
は
福
岡
市
や
北
九
州
市
な
ど
の
大
都
市
圏
に

問
い
合
わ
せ
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
大
都
市

圏
域
や
周
辺
市
町
村
に
ま
で
拡
大
し
、
そ
の
普
及
が
拡
大
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
企
業
か
ら
複
数
の
市
町
村

に
ま
た
が
る
仕
事
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
も
あ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る
草
刈
や
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

チ
ェ
ー
ン
店
の
店
舗
清
掃
な
ど
は
、
発
注
者
に
と
っ
て
は
１

箇
所
に
問
い
合
わ
せ
を
し
、
そ
の
場
で
発
注
、
契
約
が
で
き

た
方
が
効
率
も
良
く
コ
ス
ト
削
減
に
も
繋
が
り
ま
す
が
、
現

状
で
は
、
各
々
の
市
町
村
に
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
個
別
の
契
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
時
間
と
手

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
理
由
に
仕
事
の
発
注
を
い

た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
会
員
が
い
な
い
場
合
は
、
仕
事
を
お
断
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
発
注
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
の
、
広
域
的
な
受
注
、
会
員
不
足
な
ど
を
解
消
す

る
需
給
調
整
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
研
究
、
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
１８
年
１１
月
２１
日
、「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
け
る
広
域
受
注
、
需
給
調
整
推
進

委
員
会
」（
以
下
、「
委
員
会
」
と
い
い
ま
す
。）
が
設
置
さ

れ
、
第
１
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
に
よ
る
検
討
、調
査
研
究

第
１
回
委
員
会
で
は
、
福
岡
市
、
大
野
城
市
、
宗
像
市
、

北
九
州
市
、
豊
前
市
、
飯
塚
市
、
直
方
市
、
久
留
米
市
、
小

郡
大
刀
洗
広
域
の
各
セ
ン
タ
ー
及
び
連
合
会
で
構
成
さ
れ
る

メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
、
北
九
州
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
木
村
隆
理
事
長
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
、
広
域
受
注
を
行

う
た
め
の
諸
課
題
、
各
セ
ン
タ
ー
の
配
分
金
基
準
な
ど
の
情

報
収
集
や
広
域
受
注
、
需
給
調
整
に
関
す
る
意
向
調
査
（
ア

ン
ケ
ー
ト
）
の
方
法
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
の

趣
旨
に
つ
い
て
は
概
ね
賛
同
が
得
ら
れ
た
も
の
の
、
配
分
金

に
地
域
差
が
あ
る
こ
と
や
、
各
セ
ン
タ
ー
の
規
程
と
の
調
整

が
難
し
い
こ
と
な
ど
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
委
員
会
で
は
、
具
体
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
協

議
、
す
で
に
広
域
受
注
、
需
給
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
る
他

県
の
先
行
事
例
の
検
討
な
ど
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
平
成

１９
年
２
月
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
３
回
委
員
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
提
出
さ
れ
、

分
析
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
各
セ
ン
タ
ー
の
見
積
方
法
や
発
注
者
と
の
調
整
、
連

合
会
が
広
域
受
注
や
需
給
調
整
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
参
加

可
否
を
問
う
も
の
で
し
た
が
、
約
半
数
の
セ
ン
タ
ー
が
参
加

す
る
意
向
を
示
し
、
残
り
の
半
数
も
出
来
上
が
っ
た
シ
ス
テ

ム
を
検
討
し
対
応
を
考
え
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
意
見
と
し
て
は
、
会
員
不
足
や
発
注
者
と
の
条

件
不
一
致
に
よ
る
契
約
の
不
成
立
な
ど
が
あ
り
、
現
在
セ
ン

タ
ー
で
抱
え
て
い
る
問
題
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
の
課
題
と
今
後

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
各
委
員
か
ら
の
意
見
に
よ
っ
て
、
セ

ン
タ
ー
の
見
積
基
準
と
、
発
注
者
の
希
望
に
大
き
な
ひ
ら
き

が
あ
る
こ
と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
の
仕
事
は
、
都
市
部
と
都
市
部
以
外
の
地
域
で
は
、
作
業

に
必
要
な
手
間
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
と

し
て
残
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
今
年
度
も
継

続
し
て
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
検
討
を
重
ね
、

年
度
内
に
は
連
合
会
に
よ
る
広
域
受
注
や
需
給
調
整
を
試
行

し
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
に
置
き
、
委
員
会

事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
広
域
受
注
や
需
給
調
整
は

発
注
者
の
要
望
に
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
で
対
応
し
、
複
数
の
セ

ン
タ
ー
で
仕
事
の
共
有
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
生
み

出
し
ま
す
。
実
現
に
向
け
て
の
委
員
会
の
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
～シルバー人材センター事業における広域受注、需給調整推進委員会の活動～
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安安全全就就業業
ニニュューースス
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�
小
郡
大
刀
洗
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

安
全
就
業
推
進
員

井
上

貴
子

昨
年
の
９
月
、
植
木
剪
定
就
業
中
の
会
員
が
モ

チ
の
木
か
ら
枝
伝
い
に
降
り
る
と
き
に
、
一
番
下

の
枝
に
か
け
て
お
い
た
刈
込
み
ハ
サ
ミ
の
刃
に
腕

を
ひ
っ
か
け
数
針
縫
う
怪
我
を
す
る
と
い
う
事
故

が
起
こ
り
ま
し
た
。
翌
日
に
は
剪
定
班
全
員
に
事

故
の
経
過
を
通
知
し
、
高
所
作
業
に
は
脚
立
を
使

用
す
る
こ
と
、
ハ
サ
ミ
等
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
を
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
安
全

委
員
会
で
は
、
よ
り
安
全
な
ハ
サ
ミ
の
取
扱
い
に

関
し
て
実
際
に
作
業
を
す
る
会
員
自
身
に
考
え
て

も
ら
う
こ
と
と
し
、
剪
定
班
の
課
題
と
し
ま
し
た
。

会
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
る

こ
と
で
安
全
意
識
が
高
ま
り
、
よ
り
強
固
な
事
故

防
止
対
策
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

職
群
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
は
、『
最
小
限
の
用
具

だ
け
を
持
つ
』
と
い
う
原
則
を
立
て
て
議
論
を
進

め
ま
し
た
。「
樹
上
で
休
ま
せ
て
い
る
ハ
サ
ミ
に

は
保
護
サ
ッ
ク
を
つ
け
る
」、「
ハ
サ
ミ
の
柄
に
ヒ

モ
を
つ
け
て
木
に
く
く
る
」
な
ど
の
意
見
に
対
し

て
、「
作
業
上
煩
わ
し
い
の
で
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る

〝
袋
〞
を
作
り
フ
ッ
ク
で
枝
に
下
げ
て
は
ど
う

か
」
と
の
結
論
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
袋
の
落
下
防
止
対
策
に
は
‥
、
破
れ
な
い
材

質
に
は
‥
等
々
の
話
し
合
い
が
更
に
続
き
、
よ
う

や
く
〝
用
具
安
全
袋
〞
が
カ
タ
チ
に
な
り
ま
し
た
。

試
作
品
を
前
に
し
て
再
度
議
論
も
起
こ
り
ま
し
た

が
、「
と
に
か
く
使
っ
て
か
ら
改
善
し
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
」と
い
う
こ
と
で
、少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
き

ま
し
た
。実
際
に
現
場
で
使
用
し
て
み
る
と
、
枝

が
込
ん
で
い
る
樹
木
で
は
ヒ
モ
が
引
っ
掛
か
る
な

ど
の
欠
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
安
全
確
保
に
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
な
方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
何
よ
り
も
会
員
自
ら
で
課
題
を
解
決
し

た
プ
ロ
セ
ス
は
素
晴
ら
し
く
ま
た
貴
重
で
あ
り
、

大
い
に
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
取
組
ん
だ
剪
定
樹
木
の
高
さ
制
限
の
課
題

に
も
、
数
値
の
設
定
か
ら
運
用
の
仕
方
ま
で
を
検

討
し
、
剪
定
班
全
員
が
発
注
者
宅
を
訪
問
し
て
回

り
、
説
明
し
理
解
を
求
め
る
な
ど
積
極
的
に
動
き

ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
機
械
・
器
具
の
点
検
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
車
両
の
管
理
等
、
人
任
せ
で
な

く
自
主
的
に
行
動
す
る
会
員
が
多
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
も

注
意
を
す
る
回
数
は
減
り
、
逆
に
感
心
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
一
連
の
取

り
組
み
で
会
員
の
安
全
に
対
す
る
意
識
が
一
層
高

ま
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み
に
は
終
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
一
歩
進
ん
だ
の
も
束
の
間
、
直
ぐ
に
二

歩
後
退
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
会
員
自
ら
が

考
え
行
動
し
た
こ
と
で
す
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
の
こ
の
取
り
組
み
が
形
骸
化
す
る
こ
と
な

く
、
き
っ
と
根
付
い
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

▲各班に備えている「用具安全袋」
中は塩ビ管、底は発砲スチロールを使用。
コンバイン袋をもらい受けて作成した。
オレンジ色の紐で上まで引き上げる。

▲用具安全袋を利用しての作業風景
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受講
予定

（１回当り）
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講習
日数
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５
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実施
回数

６
１
１
８
１
１
２
２
３
２

３
３
５
１
５
２
１
２
２
１

１
５
２
１
１
２
４
２
１
２
１
２
２

５
１
１
１
３
１

講習名

剪定講習
警備アシスト講習
経理補助講習
事務補助講習
筆耕講習
襖・障子貼り講習
ハウスクリーニング講習
福祉スタッフ講習
調理補助講習
子育て支援講習

造園アシスト講習
剪定講習
果樹栽培アシスト講習
経理補助講習
事務補助講習
筆耕講習
襖・障子貼り講習
ハウスクリーニング講習
福祉スタッフ講習
子育て支援講習

造園アシスト講習
剪定講習
果樹栽培アシスト講習
農業支援講習
警備アシスト講習
経理補助講習
事務補助講習
筆耕講習
襖・障子貼り講習
営繕講習
ハウスクリーニング講習
調理補助講習
子育て支援講習

事務補助講習
筆耕講習
塗装実務講習
刃物工具研磨講習
襖・障子貼り講習
ハウスクリーニング講習

種類

短

期

短

期

短

期

短

期

地域

福

岡

北
九
州

県

南

筑

豊

【連合会主催】 【シルバー人材センター主催】
受講
予定

（１回当り）
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日数

１０
８
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２３
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５
５
７
５
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８
８
８
８
８
２３

５
５
８

１０
８
８
８
２３

５
５

１０
８
２３

５

実施
回数

３
３
２
３
２
２
２
３

３
１
６
１
２
１

２
３
１
３
１
１
２

３
２
１

３
２
１
１
２

１
３

１
１
２

１

講習名

樹木・緑地管理講習
パソコン実務講習
パソコン保守管理講習
会計補助講習
マンション管理員講習
オフィスクリーニング講習
介護事務講習
訪問介護員講習

警備業務講習
経理補助講習
事務補助講習
社会保険入門講習
剪定講習
営繕講習

樹木・緑地管理
パソコン実務
パソコン保守管理
会計補助
マンション管理員
オフィスクリーニング
訪問介護員

警備業務
事務補助
介護事務

樹木・緑地管理
パソコン実務
会計補助
介護事務補助
訪問介護員

警備業務
事務補助

樹木・緑地管理
パソコン実務
訪問介護員

警備業務

種類

長

期

短

期

長

期

短

期

長

期

短
期

長

期

短期

地域

福

岡

北
九
州

県

南

筑

豊

平成１９年度 シニアワークプログラム技能・介護講習実施計画

※講習期間及び会場はシルバー人材センター連合会、公共職業安定所、最寄のシルバー人材センターにお問い合せください。

●シニアワークプログラムとは
厚生労働省の委託をうけ、６０歳台前半層を中心とする高齢求職者を対象として事業主団体等の参画・協力のもと、新し
い技能・知識を習得する技能・介護講習等を実施しています。
なお、平成１９年度から「公共サービス改革法」の施行により企画競争入札契約となっています。

●応募資格
�原則として６０歳台前半層で仕事をお探しの方
�雇用・就業中の方は応募できません
�過去１年間に当連合会の各講習会を受講された方を除きます
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【社会保険入門講習】

Ｈ．Ｕさん（福岡地域）

受講したことで、その後の就

職活動に非常に役にたちまし

た。今後も高齢者就職支援講

習会はぜひ継続して実施して

ほしい。

【警備業務講習】Ｎ．Ｓさん

（県南地域…合同面接で就職）

講習会、合同面接会

の機会をいただいて

感謝しています。

講師からのコメント

�福岡県警備業協会 井上先生
日本に警備業が誕生して４５
年、今では「生活安全産業」
として、深く国民生活に係
わりさらに発展しています。
貴方（女）の知恵と経験を

警備業界に託してみませんか。

�福岡県樹芸組合連合会 小河先生
樹木の特性を知り、それ
に適応した基本的な管理技
術に関する知識、適正な緑
地管理技術を会得し、高齢
者がいろいろの立場で生き

生きと質の高い緑豊かな生活環境の創出に
関われることを期待しています。

株式会社クローバーサポート 今村先生
訪問介護員の仕事は技術、
知識に加え、人に対する思
いやりなど、皆様が培って
こられた人生経験もたくさ
ん活かせる職種だと思いま

す。ホームヘルパー養成研修を受講して新
たな扉を開いてください。

麻生教育サービス株式会社 品川先生
事務関係分野等ですぐに
活用できる技能、知識を身
につけていただきます。講
習会では、質問は遠慮なさ
らずお気軽に、積極的にお

尋ねください。今後の就職活動支援に少し
でもお役に立てればと思っています。

■■ シニアワークプログラム技能講習（第一種）科目別受講修了者数推移 ■■
１８ 年 度

９０
２５
１１５
２３４
１３
２４７
１２５
４９
１７４
１４
０
１４
５３
１４
６７
５１６
１０１
６１７

１７ 年 度
８３
２３
１０６
１８２
２８
２１０
１１９
２９
１４８
１７
１
１８
１９
１
２０
４２０
８２
５０２

１６ 年 度
１０７
２９
１３６
２３３
２１
２５４
１１４
４３
１５７
１４
３
１７
３３
５
３８
５０１
１０１
６０２

１５ 年 度
１３３
３０
１６３
１７８
１８
１９６
１３４
２３
１５７
１５
３
１８

－
－

０
４６０
７４
５３４

１４ 年 度
１４５
２４
１６９
１７２
９
１８１
１３９
２１
１６０
３５
３
３８

－
－

０
４９１
５７
５４８

受 講 者 別
一 般
Ｓ Ｃ 会 員
小 計
一 般
Ｓ Ｃ 会 員
小 計
一 般
Ｓ Ｃ 会 員
小 計
一 般
Ｓ Ｃ 会 員
小 計
一 般
Ｓ Ｃ 会 員
小 計
一 般
Ｓ Ｃ 会 員
合 計

区 分

警備・受付管理業務

パソコン関係

樹木・緑地管理

社会保険入門

（介護事務）
（ハウスキーパー）
（襖・障子張替え）

総 計

その他
�
�
�

■■ 介護講習（第一種）等受講修了者数推移 ■■
１８ 年 度

９３
３１
１２４
１６
２
１８
１０９
３３
１４２

１７ 年 度
１７０
３７
２０７

－
－

０
１７０
３７
２０７

１６ 年 度
１６５
５７
２２２

－
－

０
１６５
５７
２２２

１５ 年 度
１６０
６９
２２９

－
－

０
１６０
６９
２２９

１４ 年 度
１３５
１０３
２３８

－
－

０
１３５
１０３
２３８

受 講 者 別
一 般
Ｓ Ｃ 会 員
小 計
一 般
Ｓ Ｃ 会 員
小 計
一 般
Ｓ Ｃ 会 員
合 計

区 分

訪問介護養成研修
２級課程

ガイドヘルパー

総 計

受講修了後４ケ月経過の就職状
況追跡調査アンケートより

受講生からの
コメント
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高
齢
者
に
社
会
参
加
を

平
成
四
年
五
月
、
会
員
百
五
十
六
名
で
設
立
し
た
当
セ
ン

タ
ー
は
、
今
や
、
四
百
八
十
名
の
大
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

入
会
率
５
・
３
％
は
都
市
近
郊
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
高

い
入
会
率
で
す
。

就
業
率
は
８７
％
で
す
が
、
月
間
平
均
就
業
率
が
５０
％
台
で

二
百
三
十
名
余
り
が
未
就
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
希
望
職
種
が
な
い

・
講
習
・
研
修
会
、
旅
行
・
愛
好
会
等
に
参
加
す
る
為

・
情
報
収
集
、
社
会
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

た
い

未
就
業
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
会
員
に
活

躍
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
の
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
役
目
で
は
な
い
か
と
考
え
、
平
成
十
五
年
に
、
世
話
人
、

班
長
他
有
志
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
、
会
員
百
四

十
五
名
か
ら
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
す
こ
や
か

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

当
初
は
独
居
高
齢
者
宅
や
高
齢
者
世
帯
に
目
を
向
け
る
目

的
で
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
個
人
情
報
保
護
法
等
に
よ
り

情
報
が
得
ら
れ
ず
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
環
境
美
化

活
動
に
方
向
を
転
換
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
第
一
・
第
三
土
曜
日
の
早
朝
の
一
時
間
、
町
内
主
要

幹
線
道
路
の
清
掃
活
動
で
、
毎
回
軽
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
の

ご
み
を
拾
っ
て
い
ま
す
。

今
年
五
年
目
を
迎
え
、
参
加
人
数
は
延
べ
三
千
五
百
名
余

り
と
な
り
ま
し
た
。

多
い
日
は
７０
〜
８０
名
の
参
加
が
あ
り
、
お
孫
さ
ん
と
一
緒

だ
っ
た
り
、
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
あ
っ
て
微
笑
ま
し
い

光
景
も
見
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
家
族
総
出
の
早
朝
散
歩
を
兼
ね
た
環
境
美
化
活

動
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
各
愛
好
会
に
よ
る
清
掃
活
動
や
、
福
祉
施

設
へ
の
慰
問
活
動
、
町
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
、
積

極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
し
て
よ
か
っ
た
」
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
、
高
齢
者
の
活
躍
の
場
と
生
き
が
い
の
場

を
提
供
で
き
る
、
社
会
参
加
の
拠
点
地
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ータンセ

Center
だより

機関誌第１７号（平成１７年１月発行）をもって、当時の県下シルバー人材セン

ターの紹介は一巡しました。

その後、市町村合併の進捗と同時にシルバー人材センターの統合が進み、当

時のシルバー人材センターとは異なった枠組みのシルバー人材センターや未設

置町村との合併によるシルバー人材センターなどそれぞれが新たな組織として

スタートしています。

そこで、前回のシルバー人材センター・紹介とは違う斬新な切り口によるシ

ルバー人材センター・紹介を企画し、第１回は�那珂川町シルバー人材セン
ターに担当していただきました。

ボランティア活動、地域行事への参加等を活発に、地域と密着した活動を展

開されている状況をご紹介いたします。

以下、次号へ続けてご紹介いたしますので、ご協力ください。 �那珂川町シルバー人材センター
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今号の表紙 作品募集！作作品品募募集集！！

編

集

後

記

● ５月１８日�博多区山王１丁目博多市民センターで開催された高齢者対象交通安全イベント
「交通安全 in 山王」に参加する機会がありました。
これは、博多区役所、博多警察署等が主催するもので、昨年の福岡県下の交通事故死亡者の半

数が６５歳以上の高齢者となっている状況から、高齢者の交通事故防止対策に重点をおき、山王地
区一帯をモデル地区として運動を展開していく趣旨で開催されたものであります。
会場は、博多区内に居住している高齢者や同区に関係する高齢者の人達が多く集い、福岡県警

察本部の交通安全寸劇を観てなごやかな雰囲気のなかでそれぞれが交通安全意識を高めました。
ところがその帰りとんでもない光景を目にして驚きました。
イベントに参加した高齢者１人が、何と、筑紫通りの横断歩道がない場所を急ぎ足で往復した

のです。
「横断歩道がないところは道路を横断しないこと」は小学生でも知っている交通ルールです。

しかも、交通安全イベントに参加した帰りに、通行車輌が多い道路（片側２車線）でこのような
行動をとられたことについて到底理解できるものではありません。
● ７月は全国安全就業強化月間です。
１人の不注意による事故は１人だけの問題に収まりません。センター全体の問題に波及し、信

用を問われることもあります。しかし、何よりも怪我をした自分自身が一番損害が大きいことを
肝に銘ずべきです。

あなたのお気に入りの作品で「シルバー連合会ふくお
か」の表紙を飾ってみませんか？

写真撮影の趣味をもっていらっしゃる方は数多いようです。そこで、編集委員会から次回の
表紙を皆さんの自信のある写真で飾りたいという意見が出ました。自薦、他薦を問いませんが、
作品は未発表のものに限ります。「風景、花、祭り、生活」など福岡県内のものを撮った作品
をお送りください。採用された方には、連合会から粗品を進呈いたします。
なお、送っていただいた作品については、返却いたしませんので、ご了承ください。

【応募対象者】 福岡県内に在住の方
【写真の条件】 デジタルカメラのデータ（FD・CD）、フイルムカメラの写真を問わない解像

度の良いもの
デジタルカメラ使用の場合は、３００万画素数以上で撮影されたもの

【応 募 方 法】 写真、データを同封の上、撮影者名、撮影した場所、年月日、その他コメント
などを添えて下記住所へ送付
１人３点以内

【締 め 切 り】 平成１９年１０月末日
【掲 載】 第２３号（平成２０年１月発行予定）の掲載（１点）をもって発表といたします。
【送 り 先】 〒８１２－００１１

福岡県福岡市博多区博多駅前四丁目９番２号YAOJI センタービル４F
�福岡県シルバー人材センター連合会

「シルバー連合会ふくおか」編集委員

◆
前
号
ま
で
の
機
関
誌
発
行
体
制
が
人
事
異
動
等
に
よ

り
変
更
し
、
今
号
か
ら
、
新
た
に
機
関
誌
編
集
担
当（
５

名
）
を
置
き
機
関
誌
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

早
速
、
機
関
誌
編
集
会
議
を
開
い
て
今
後
の
編
集
方

針
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

「
機
関
誌
と
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
」「
多
く
の
人
達

が
関
心
を
持
つ
企
画
と
は
何
か
」
な
ど
基
本
的
な
論
議

か
ら
始
ま
り
、
多
数
の
企
画
案
を
ま
と
め
る
の
に
一
苦

労
す
る
ほ
ど
会
議
は
初
回
か
ら
白
熱
し
た
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
機
関
誌
発
行
体
制
に
つ
い
て
、
連
合

会
事
務
局
職
員
の
み
に
よ
る
現
行
体
制
と
は
別
に
連
合

会
事
務
局
職
員
と
セ
ン
タ
ー
職
員
の
合
同
に
よ
る
体
制

編
成
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
募
り
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
好
例
は
編
集
方
針
に

採
用
す
る
。
各
種
事
業
の
報
告
に
偏
る
こ
と
な
く
セ
ン

タ
ー
事
業
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
情
報
の
発
信
源
に
な

る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
記
事
を
掲
載
し
て
斬
新
な
企
画
を
加

味
す
る
等
々
ア
イ
デ
ア
が
続
出
し
ま
し
た
が
、
総
括
に

至
ら
ず
、
今
後
協
議
を
深
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
当
面

第
２２
号
の
編
集
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

２
７
、０
０
０
部
を
手
に
さ
れ
る
人
達
が
満
足
さ
れ

る
よ
う
な
機
関
誌
発
行
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
実

は
無
理
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
に
近
づ
け
る
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
る
よ
う
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
は
言
っ
て
も
、
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
機
関
誌
で
あ
る
こ
と
の
基
本
姿
勢
は
堅
持
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
か
ら
の
編
集
方
針
を
骨
子

に
し
て
表
現
を
少
し
変
化
さ
せ
た
り
新
企
画
を
採
り
入

れ
た
り
し
て
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

今
号
の
発
行
に
あ
た
り
、
一
部
の
セ
ン
タ
ー
に
は
原

稿
作
成
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
、
各
セ
ン
タ
ー
に
は
原
稿
作
成
依
頼
等

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
引
き
受
け
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
編
集
後
記
は
、
機
関
誌
編
集
会
議
の
責
任
者
が
担
当

す
る
も
の
と
会
議
の
総
意
に
従
い
初
め
て
筆
を
と
り
ま

し
た
。
読
み
返
す
と
総
論
が
先
走
り
し
た
思
い
は
否
定

で
き
ま
せ
ん
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

◆
第
２２
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
感
想
・
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

辛
口
の
批
評
歓
迎
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

能古島風景

撮影者 北村健一氏

�福岡県シルバー人材センター連合会

業務兼安全・適正就業パトロール指導員

一
言

コーナー
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ＶＯＣ（揮発性有機化合物）成分ゼ
ロの地球にやさしいインクを使用
しました。また印刷はＩＳＯ１４００１
認証取得工場にて行っております。
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